
令和3年10月26日（火）18:30～19:56

柵原総合文化センター

【主な内容】

○ 各専門部会の検討経過

○ 各専門部会からの報告

○ 今後のスケジュール

※ 開校準備委員会だより（第２号）発行以降の開催経過のみ掲載

校舎完成予想図

造成工事完成予想図

　前回の開校準備員会以降、各専門部会で検討が行われた経過及び結果
について報告を受けました。開校準備委員会では、それぞれの内容を審
議し、全て報告のとおり了承されました。各専門部会からの報告内容の
主なものを以下に掲載します。
　また、事務局から、現在の進捗状況や今後のスケジュールについて説
明がありました。

　※ 現時点での参考図であり
　　 今後変更になることがあ
　　 ります。

工します。造成Ⅰ期工事完了後に、校舎等の建築工事や大グラウンド側の造成Ⅱ期工事を行います。各教室配

　都市計画法に基づく開発が許可され次第、造成Ⅰ期工事として森林の伐採作業や校舎敷地側の造成工事を着

終案を決定しました。

校の先生方と検討を重ね、最

置等の校舎平面プランは、学
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第４回 開校準備委員会 
第４回開校準備員会での審議内容 

各専門部会の開催経過 

施設・備品部会からの報告 

11月15日（月）から、造成Ⅰ期工事が始まりました。近隣にお住いの皆さまにはご迷惑をおかけします。 

第3回
R3.7.28（水）
18:30～20:19

○ 通学方法毎の範囲の事務局案検討

○ 想定通学路の現地調査
第4回

R3.10.16（土）
8:54～12:28 ○ 通学方法毎の範囲検討

○ 想定通学路の改善要望

○ 今後のスケジュール

第2回
R3.3.18（木）
18:30～21:03

○ 通学方法毎の範囲（案）に対する各自治会組織

通学部会

第1回
R3.2.4（木）
18:30～19:52

○ 概要説明

○ 事業の進捗状況

○ 調査・検討項目

　 ・PTA・保護者会からの意見

○ 意見に対する検討

第4回
R3.10.6（水）
18:33～19:46

○ 事業の進捗状況及び今後のスケジュール

○ 学校施設の平面プラン

○ 備品の継続利用計画及び購入

R3.10.12（火）
18:30～20:08

第10回 ○ 今後のスケジュール

○ 各教育計画作成に向けて

施設・備品部会

R3.6.1（火）

18:30～20:32
第8回

○ 生活・総合的な時間全体計画

○ キャリア教育全体計画

R3.7.1（木）
18:27～20:35

第9回
○ 各学年年間指導計画

○ キャリア教育、生活科・総合的な学習の時間、

　 行事等との関連

第7回

○ 柵原ドリーム学体系図

R3.1.26（火）
18:00～20:22

○ 柵原ドリーム学

○ コミュニティ・スクールの方向性

○ グランドデザイン

○ 来年度審議事項

R3.6.30（水）
18:30～20:43 ○ 学校行事・評価・時程

○ 柵原ドリーム学

○ コミュニティ・スクール、グランドデザイン

○ 学校運営・全体スケジュール

○ 柵原ドリーム学

○ 柵原ドリーム学スケジュール

○ 全体スケジュール

R2.12.15（火）
18:30～20:51

総務・PTA部会 カリキュラム部会

○ スクールデザイン○ 事業の進捗状況

　

○ 通学範囲に係る意見募集結果

第６回

○ 学校施設○ 総務・PTA部会の概要説明

○ 校名の選定方法

○ 整備する学童保育施設

第１回



美咲町柵原地域義務教育学校開校準備委員会　事務局
〒709-3717　岡山県久米郡美咲町原田1735

美咲町教育委員会　教育総務課

TEL 0868-66-2873　　FAX 0868-66-3730

　校名の選定方法について、柵原地域在住・出身の方等から校名を募集し、開校準備委員会で校名候補を選考

のうえ、町教育委員会定例会において決定することになりました（募集期間：11月11日～12月10日）。

　また、併設する学童保育施設は児童館として整備し、放課後子ども教室（寺子屋）と組み合わせた児童生徒

の健全育成活動を行うことになりました。

開校準備委員会のＨＰ

今後のスケジュール

成を図り、地域に創造・貢献します。

より、子どもたちの主体性、人間関係形成力、課題対応力の育

習の時間を軸とした「柵原ドリーム学」を学習します。これに

る能力や態度を育むキャリア教育として、生活科・総合的な学

　子どもたちの社会的・職業的な自立に向け、必要な基盤とな

ました。また、想定される通学路の危険箇所等をとりまとめ、関係機関へ改善要望を行うことになりました。

　各自治会や保護者の方々からいただいたご意見等をもとに、現地調査を行い、通学方法ごとの範囲を決定し

か、地形的な理由や安全性につ

たっては、学校までの距離のほ

　通学方法ごとの範囲決定にあ

いても考慮したうえで検討を行

中学校課程（７～９年生）小学校課程（１～６年生）

≪通学距離の基準≫

いました。

　中学校課程（自転車）：6㎞以内

　小学校課程（徒歩）：3㎞以内

総務・ＰＴＡ部会からの報告 

カリキュラム部会からの報告 
人間関係形成力 

（協働） 

主 体 性 

（挑戦） 

課題対応力 

（創造） 

通学部会からの報告 

柵原地域義務教育学校 学校教育目標

『ふるさと柵原を愛し、心豊かにたくましく　主体的に学ぶ児童生徒の育成』

や　やりたいこと発見！

な　なかまと挑戦！

は　発想・探究・創造！

ら　Learn by Career for your Dreams！

や

な

は

ら
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　※　現時点のスケジュールであり、事業の進捗状況等により変更になる場合があります。

建築工事

造成Ⅱ期工事（大ｸﾞﾗｳﾝﾄﾞ側）

R6R5R4R3

建築設計

伐採業務

造成Ⅰ期工事（校舎敷地側）

　　　　　　　　　　　　年　度

　項　目

開　校

外構工事

徒歩通学（3㎞以内）

バス通学

書副

周佐 行信

百々

大戸下(一部)

柵原学園（仮称）

自転車通学（6㎞以内）

バス通学

大戸下

書副

周佐 行信

羽仁

上間

松尾

藤田下

藤田上(一部)

塚角(一部)

栗子

小瀬

下谷(一部)

柵原(一部)

大戸上

安井(一部)

百々

柵原学園（仮称）柵原学園（仮称）


